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議員名
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※議長は表決に参加しない。
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乾 小 徳 植 森 青 笠 近 坂 野 大 石 根 中 海 中 加 藤 西 楠 森 西 秋 斉 戸 野 菅 阿
 田 増 田  野 原 藤 巻 田 塚 原 本 村 老 川 藤 井 川 山 田 尾 間 藤 部 村 野 部
紳 桐 記            原             
一  代 和 亮  久 美 儀 宏 洋 修  彰 功  啓 俊 誠 栄 洋  髙 真   浩 治
郎 仙 子 子 二 直 恵 保 一 規 一 治 守 男 一 弘 子 行 之 子 一 段 義 理 滋 誠 考 正

　市税等納付コールセンター設置を含む補正予算（可決）
　おおたかの森ホールの設置管理条例（可決）
　高齢者や障害者への郵便投票制度等の改正を求める意見書（否決）
　小選挙区制度廃止など選挙制度の改革を求める意見書（否決）

全国で3000万署名への協力を訴える街頭宣伝が行われています。

「しんぶん赤旗」提供「しんぶん赤旗」提供

　

昨
年
の
総
選
挙
で
は
、「
も
り
か
け
」

問
題
な
ど
、
安
倍
内
閣
へ
の
国
民
の

厳
し
い
批
判
が
あ
り
つ
つ
も
、
野
党

の
分
断
に
よ
り
与
党
が
３
分
の
２
の

議
席
を
占
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
小

選
挙
区
制
の
マ
ジ
ッ
ク
に
よ
る
も
の

で
、
ア
ベ
政
治
へ
の
国
民
の
批
判
は
、

依
然
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
憲
法
９
条
改
憲
が
大
き

な
争
点
と
な
り
ま
す
。
改
憲
阻
止
の

た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

社
会
保
障
改
悪
や
増
税
か
ら
国
民
の

暮
ら
し
を
守
る
政
治
の
実
現
は
待
っ

た
な
し
で
す
。「
暮
ら
し
を
守
る
防
波

堤
」
と
し
て
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　

昨
年
、
市
政
50
年
を
迎
え
た
流
山

市
は
、Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
で
街
が
大
き
く

変
貌
。
急
激
な
人
口
増
に
行
政
が
追

い
つ
か
ず
、保
育
園
の
待
機
児
、過
密
・

過
大
な
学
校
、
地
域
間
格
差
等
に
批

判
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
日
本
共
産
党
は
、
開
発

優
先
の
市
政
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
お
寄

せ
頂
い
た
皆
様
の
声
を
市
政
に
反
映

し
、
く
ら
し
・
福
祉
優

先
の
政
治
実
現
に
全
力

を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

①
小
児
救
急
医
療
機
関
へ
の
助
成
金

を
増
額

②
10
月
か
ら
産
後
ケ
ア
を
実
施

③
保
育
士
の
処
遇
改
善
と
し
て
月
額

２
万
８
０
０
０
円
の
補
助
実
現

④
学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
処
遇
改
善

⑤
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
ク
ラ
ス
定

員
を
35
人
と
し
、
少
人
数
学
級
一

歩
前
進

⑥
就
学
援
助
の
中
学
校
入
学
準
備
金

が
入
学
前
支
給
に
。
さ
ら
に
、
小

学
校
入
学
準
備
金
を
平
成
31
年
３

月
支
給
に
向
け
て
準
備

⑦
お
お
た
か
の
森
小
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン
設
置
へ

⑧
江
戸
川
台
小
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ

増
設

⑨
新
設
中
学
校
建
設
を
表
明

⑩
学
習
支
援
、
平
成
30
年
度
実
施
に

向
け
て
無
料
塾
に
相
当
す
る
事
業

を
検
討

⑪
商
店
会
街
路
灯
、
平
成
30
年
度
か

ら
市
で
維
持
管
理
す
る
こ
と
に

⑫
学
校
給
食
へ
の
市
内
農
産
物
活
用

を
拡
大

⑬
消
防
職
員
の
定
数
拡
大

⑭
保
健
師
増
員
に
む
け
た
取
り
組
み

を
促
進

２
０
１
７
年
の
実
績

　

日
本
共
産
党
は
現
在
、「
く

ら
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
用
紙
を

配
布
し
、
こ
れ
ま
で
５
０
０
通

の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。
中
間

報
告
は
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。

　

ア
ベ
政
治
を
反
映
す
る
よ
う

に
、
今
の
く
ら
し
に
つ
い
て
は

「
苦
し
く
な
っ
た
」
が
半
数
を

超
え
、
そ
の
要
因
は
、「
物
価

が
上
が
っ
た
」「
医
療
費
が
増

え
た
」
が
上
位
を
し
め
て
い
ま

す
。

ま
だ
の
方
は
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

よくなった
7％

今のくらしについて ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
間
報
告

市政について

憲法９条改悪について

わからない
4％

苦しくなった
73％

変わらない
16％

苦しくなった
73％

変わらない
16％

満足 0％
やや満足
19％

やや不満
32％

不満
21％

わからない
28％

やや満足
19％

やや不満
32％

不満
21％

わからない
28％

賛成
13％

反対
71％

わからない
16％

賛成
13％

反対
71％

わからない
16％

くらしと平和を脅かす政治の転換を！くらしと平和を脅かす政治の転換を！
迎
春
迎
春
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情報漏えい、電話による取りたて激化
行政窓口も民間委託化

身
近
な
要
求
実
現

徳
増
き
よ
子

木
谷
工
業
前
交
差
点
改
良
へ
、

来
年
度
予
算
で
調
査
費
計
上

植
田
　
和
子

道
路
照
明
の
修
理
、改
善

　
　
　
　
（
美
原
３
丁
目
）

産
後
ケ
ア
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

い
ぬ
い
紳一郎

歯
抜
け
で
み
す
ぼ
ら
し
い
植
栽
。

補
植
が
実
現（
東
初
石
）

小
田
桐
た
か
し

　

日
本
共
産
党
が
３
月
に
提

案
し
て
い
た
新
設
中
学
校
は
、

12
月
議
会
で
市
長
が
表
明
し

ま
し
た
。さ
ら
に
、わ
が
党
は
、

区
画
整
理
区
域
内
で
の
新
設

小
建
設
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
か
け
が
え
の
な

い
９
年
間
を
保
障
す
る
た
め

に
力
を
集
め
ま
し
ょ
う
。

　

小
中
学
校
は
12
〜
18
学
級

が
『
適
正
』
規
模
と
し
な
が

ら
も
、
31
学
級
を
超
え
る
過

大
校
が
市
内
各
地
で
続
出
し
、

さ
ら
に
お
お
た
か
の
森
駅
周

辺
で
は
、
６
年
後
40
学
級
前

後
の
超
過
大
校
が
４
校
に
拡

大
。
現
場
で
は
、「
休
み
時

間
の
過
ご
し
方
も
図
書
館
利

用
も
細
か
い
ル
ー
ル
ば
か

り
」「
小
学
１
年
生
だ
け
で

10
学
級
!?
学
年
運
営
は
無

理
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

県
教
育
界
が
効
果
を
認
め
た

少
人
数
学
級
の
取
り
組
み
が
、

小
学
２
、
３
年
生
は
35
人
、

小
学
４
〜
６
年
生
は
38
人
ま

で
前
進
し
た
の
に
、
お
お
た

か
の
森
地
域
だ
け
国
基
準
40

人
に
戻
す
計
画
も
。「
歴
史

の
逆
戻
り
」
と
の
指
摘
も
聞

か
れ
ま
す
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
が
夜
中
に
突

然
の
け
い
れ
ん
」･･･

こ
ん
な

時
に
頼
り
に
な
る
の
が
小
児

救
急
病
院
で
す
。

　

市
内
で
３
６
５
日
24
時
間

小
児
救
急
医
療
を
展
開
し
て

い
る
東
葛
病
院
で
は
、
人
口

増
に
と
も
な
い
小
児
救
急
患

者
も
右
肩
上
が
り
、
４
千
人

を
超
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
診
療
報
酬
が
低

く
赤
字
構
造
、
専
門
医
の
確

保
が
困
難
な
ど
、
事
業
の
継

続
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

流
山
市
の
小
児
救
急
へ
の
補

助
金
が
今
年
９
４
４
万
円
に

増
え
ま
し
た
が
、
近
隣
の
ど

の
市
よ
り
も
少
な
く
、
と
て

も
『
母
に
な
る
な
ら
、
流
山

市
』
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

持
続
可
能
な
小
児
救
急
体

制
の
維
持
の
た
め
に
、
今
こ

そ
、
行
政
に
よ
る
支
援
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

32
億
円
投
入
し
て
確
保
し

た
市
有
地
内
に
、駅
前
、新
設
、

音
響
の
良
い…
多
目
的
ホ
ー

ル
。し
か
し
、市
民
で
は
な
く
、

市
外
の
方
や
営
利
企
業
の
た

め
の
ホ
ー
ル
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
外
の
方
や

営
利
企
業
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
、
市
内
外
の
公
共
施

設
よ
り
も
負
担
感
を
大
幅
に

軽
減
。
そ
の
分
、
市
民
の
利

用
料
は
、
市
内
公
共
施
設
よ

り
も
大
幅
に
高
く
、
様
々
な

備
品
ま
で
有
料
化
で
す
。
さ

ら
に
、
維
持
費
に
対
す
る
市

税
投
入
も
増
や
さ
れ
、
公
費

の
年
間
管
理
料
は
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
１
・
６
倍
。

１
㎡
当
た
り
で
は
６
倍
と
大

幅
増
で
す
。

　

芸
能
人
が
来
る
ホ
ー
ル
で

の
華
々
し
い
催
し
の
一
方
で
、

「
所
得
な
し
」「
貧
困
の
連
鎖
」

等
で
悩
む
全
市
民
に
過
大
な

負
担…

『
公
共
』
施
設
と
は

も
う
言
え
ま
せ
ん
。

新
設
小
１
校
で
も

マ
ン
モ
ス
校
は
解
消
で
き
ず

新
設
小
１
校
で
も

マ
ン
モ
ス
校
は
解
消
で
き
ず

新
設
小
１
校
で
も

マ
ン
モ
ス
校
は
解
消
で
き
ず

　４月から、市税等納付コールセンターが民間
委託され、委託先労働者による電話「催告」が
行われることに…。
　これまで当局は、税・保険料の徴収は「公権
力の行使」にあたり民間委託はなじまないとし
てきました。公務員には「守秘義務」がありま
すが委託先労働者にはなく、国会でも、「情報漏
えいのリスクが高まる」と指摘されています。
　税や保険料の徴収は、医療・介護・福祉につ
なげる取り組みの一助になります。安易な民間
委託をやるべきではありません。

持
続
可
能
な
小
児
救
急
体
制
に

急
が
れ
る
行
政
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支
援

持
続
可
能
な
小
児
救
急
体
制
に

急
が
れ
る
行
政
の
支
援

持
続
可
能
な
小
児
救
急
体
制
に

急
が
れ
る
行
政
の
支
援

お
お
た
か
の
森
ホ
ー
ル
は

誰
の
た
め
の
施
設
か

お
お
た
か
の
森
ホ
ー
ル
は

誰
の
た
め
の
施
設
か

お
お
た
か
の
森
ホ
ー
ル
は

誰
の
た
め
の
施
設
か

市有地
活用

教育

小児
救急

市政に
市民を大切にする
市政に
市民を大切にする
市政に
市民を大切にする

日本共産党
　
政
権
中
枢
と
官
僚
に
よ
る「
忖
度
」
政

治
に
批
判
が
集
中
し
た
昨
年
。
流
山
市
で

も
、
お
お
た
か
の
森
地
区
の
新
設
小
学
校

で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
住
民
の
願
い
を
脇

に
置
き
、
行
政
の
都
合
が
優
先
さ
れ
る
事

に…

。
お
お
た
か
の
森
駅
北
口
の
音
楽
ホ

ー
ル
は
「
誰
の
た
め
の
施
設
な
の
か
」
が

問
題
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
次
々
と
露

わ
に
な
る
開
発
優
先
の
歪
み
を
、
住
民
の

立
場
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
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徳増きよ子小田桐たかしいぬい紳一郎 植 田 和 子
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